
大阪経済法科大学学生 (1983～ 1987年)の

垂直跳と背筋力の体力統計
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ABSTRACT

Our sports test consists of three kinds.  They are physique, phy‐

sical fitness and motor ability. IVe will report here vertical iump

and back strength in physical fitness.

This data were obtained by computer thrOugh our university students

fOr five years(1983-1987). We gOt l,505-1,803 data in a year(453-

605 economic‐ maior students and 207-337 1aw‐ maiOr bOth in freshmen

and sophOmores), piCked up altogether 8,595 data in these five years.

We took statistics in five gradation evaluation,lnean value,standard

err or,recurrent equations, multiple corelation coefficients and F‐ ratio

of variance analysis.

The mean data in the five years(1983-1987)are aS f01lows。

vertical iump;

Freshmen― 中●●eCOnomic‐maior:55.1lcm;law‐ maior: 55,06cm

mean data: 55,08cm

Sophomores・…economic‐maior:55,66cm;law… maiOr: 56.38cm

mean data: 56.02cm

back strength;

Freshmen… …・ёconomic‐ maior:124.02Kg,law‐ maior:119.53Kg

mean dataを 121.78Kg
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大阪経済法科大半学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Sophomores,中 eCOnOmiC― maior:128.26Kg,law‐ maior:128.59Kg

mean data i 128,431(g

Then 、、アe comparedヽ アヽith the nation‐郡ride mean value in each sho帯 /n

as follo、 7S,

vertical iump,Freshmen・ ……・10.66%, SophOmores・ …・・・8.34%

back sttength;Freshmen・ ……■0.88%, SophOmOres・・・…7.56%

The level for five gradation evaluation in physical fitness is most

in the third level in back strength and the forth level in vertical

」urnp.

In comparison 、vith the nation‐ 、vide lllean value of annual data in

ministry of education, 、ve could Obtain the variation of five years

in our testee‐students.

1 は じ め に

スポーツテストには、体カテスト・体格テス トおよび運動能カテス トの 3種

類がある。ここでは、体カテス トの垂直跳と背筋力について報告する。この報

告は、本学に在学 している学生を対象として、1983～ 1987年 の5年間のデータ

をコンピュータによって処理した。この 1年間において、経済学部生 (年平均

453～ 605名 )お よび法学部生 (年平均207～ 337名 )と なり約 1,800亀 である。

この 5年間のデータを合わせると8,595名 である。 この両学部においては、 1

年次生 (18歳 )と 2年次生 (19歳 )を対象とした。

本学学生を対象とした垂直跳と背筋力の統計処理は、 5段階評価・平均値・

標準説差・回帰方程式・重相関係数および分散分析のF値である。

この 5年間の垂直跳と背筋力の平均値は、次のとおりである。まず、垂直跳

において、経 1(55。 1lcm),法 1(55.06cm),経 2(55.66cm)消 ょび法 2

(56.38cm)である。すなわち、 1年 と2年の平均垂直跳は、それぞれ 55,08cm

と56.02cmである。一方、背筋力の平均値は、経 1(124.02Kg),法 1(119・ 53

Kg),経 2(128.26Kg)ぉ ょび法 2(128.59Kg)で ぁる。すなわち、 1年と2

年の平均背筋力は、それぞれ 121.78Kgと 128,43Kgで ぁる。本学の垂直跳と
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

背筋力は、 1年次生よりも2年次生の方が大きくなっている。

以上の事項から全国平均との比較をすれば、垂直跳において本学学生は全国

よりも 1年 (-1066%)Jヽ さく、 2年 (836%)大 きくなっている。 一方、

背筋力では、本学学生は全国値 よりも 1年 (1088%)と 2年 (7.56%)も 大

きい値になっている。このように、学年間・学部間および全国のデータとの比

較・検討を行った。一方、この 5年間の各年度の変化を調べることができた。

ここに、以下報告する。

2 測 定 方 法

垂直跳とは、脚筋力を間接的に調査して瞬発力を知る方法である。垂直跳は

継続的に運動している人としない人との個人差が大きく分けられる。この垂直

跳の測定には、まず自分の体重を測定し、跳び上がってつけた印と立ってつけ

た印との間の垂直距離を計る。記録は Cm単位とする。測定時間は0,3～0.4秒

で行 う。測定回数は2回実施する。そして、良い方のデータをとる。 その結

果、次式のとおりである。

亜 跳=     … … … … …⑫→

この垂直跳の値は、筋肉の内部抵抗 。神経筋の伸縮性および筋収縮のスピー

ドに大きく左右する要因であるため、健康を維持するためには最も重要な尺度

になる。

この測定の写真は、最後のページの Fig。 loに表示した。

背筋力とは、全身の筋力評価を考えるため測定を行 う。一般的には、背筋の

力のみと考えている。その他に上肢、下肢および腰部の筋肉などにも関係する

全身の筋力評価テス ト。測定は 2回行って、良い方の記録をとる。記録は Kg

単位とする。背筋力は、スポーツテス ト測定の中で、握力、垂直跳、体重およ

び胸囲にも相関性が大であることが認められた。

測定方法と統計処理に関しては、Fig。 1の ように流れ図を表示した。

垂直ワ【と背筋力の測定に関して、1983～ 1987年間のデータを整理する中で、

その各年度間の調査対象と人員は、次のとお りである。
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大阪経済法科大半学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Fig. l  Flowchart of Measurement and lnformation Processing

測定方法と情報処理に関する流れ図

1983年、経 1(564)、 経 2(576)、 法 1(303)、 法 2(260)、 計 (1,703名 )

1984年、経 1(599)、 経 2(599)、 法 1(300)、 法 2(299)、 計 (1,797名 )

1985年、経 1(60の 、経 2(600)、 法 1(299)、 法 2(273)、 計 (1,777名 )

1986年、経 1(453)、 経 2(508)、 法 1(337)、 法 2(207)、 計 (1,505名 )

1987年、経 1(609)、 経 2(603)、 法 1(300)、 法 2(300)、 計 (1,803名 )

このデータは、毎年4月 25日～5月 の10日 間において測定を~何 ったo測定方

法は、文部省制定の体力診断テスト実施方法を準拠した。測定者は、本学教養

部の体育関係の教員である。全測定者数は、8,595第である。

3 情 報 処 理

コンピュータ処理を行 うため、約 8,000名 の学生を 5年間にわたって整理し

た。 この整理を行ったデータは、光学式読取機 (OCR I Optical Character

Reader)用 の OCRッートに記入した。 この OCRッ ートを OCRに入力させ

―- 44 -一
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

状i。

この OCRに入力させた電子計算機は、本学情報科学センターにある日立製

作所の HITAC M 220Ⅱ Dで ぁる。使用した言語は FORTRANで ぁる。コンピ

ュータ処理を行 うため用いた統計解析は、BASIC STATISTICAL SYSTEM

である。

このコンピ
“
―夕装置の容量は次のとお りである。演算装置の ミップスは約

0.4 MIPS、 主記憶装置には、記憶素子 (MOS―LIS、 64ビ ット/チ ップ)、 主記

憶容量 (8 MB)、 サイクルタイム (読込み 150ms、 書込み 150ms)ぉ よび記

憶単位 (8 MB)で ある。                        |

4 測 定 結 果

41 垂直跳の 5段階評価

垂直跳に関する本学学生のデータは、Table lの とお りである。Table lに

おいて、経 1と 法 1は、それぞれ経済学部 1年 と法学部 1年である。同様に、

経 2と 法 2は、それぞれ経済学部 2年 と法学部 2年次生を表示 している。平均

は、 1年 (18歳 )と 2年 (19歳)の両学部の平均値である。

Table lは、各学部と各年度において分類 した。この分類 したデータは、種

日別判定表に従 って行 った。種 目別判定の分類は、文部省が毎年実施 している

データによって 5段階にした。すなわち、垂直跳に関する判定は、第 1段階

(32cm以 下)、 第 2段階 (33～42cm)、 第 3段階 (43～ 53cm)、 第 4段階 (54～

63cm)お ょび第 5段階 (64cm以上)である。

この 5段階評価に対する判定は、本学学生 (1年 55.08cmと 2年 56.02cm)

と全国平均値 (1年 61.66cmと 2年 61.13cm)と は、いずれも第 4段階に属

している。第 4段階に属する学部・学年別の百分率は、 それ ぞれ経 1(470

%)、 経 2(43.3%)、 法 1(44.6%)お よび法 2(45.0%)である。 この第 4

段階中の百分率は43～47%の範囲に含まれ てい る。一方、 第 3段 階では 30

～37%の 範囲にある。 この両者を合わせると75%以上になっている。第 5段

階では 12～20%の範囲にあるが、 第 1と 第 2段階では、 数%以下になってい
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大阪経済法科大半学生(1983～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

Table 1  5 Gradation Evaluation on Vertical 」ump in 1983-1987

1983～1987年 における垂直跳 (Cm)の 5段階評価

る。

5段階評価に対する垂直跳の百分率をFig.2に表示した。Fig。 2の左側は

5年間の値、そして、右側は5年間の平均値をプロットした。経 1の初年度に

おいては、第 3段階と第 5段階でバラツキがあるが、経 2の 1986年度は全体か

らはずれている。法 1は経 1と よく似た傾向になっている。法 2は経 2と 似て

いる。ただし、1986年は除 く。 このような傾向から、Fig。 2の右側の平均値

は、全体的によく似た傾向であることが分かった。個々に観察すれば、経 1と

法 2が、経 2と 法 1が形状的に似ている。
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大阪経済法科大¥学生(1988～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

4.2 背筋力の 5段階評価

背筋力に関する本学学生の データは、 Table 2の とお りである。 Table 2

は、1983～1987年の年度別の集計表である。この集計乏行ったデータは、文部

省が実施 している種 目別の判定表に従 って分類できる。この種 目別の判定は、

5段階がある。すなわち、第 1段階 (～71Kg以下)、 第 2段階 (72～ 107Kg)、

第 3段階 (108～143Kg)、 第 4段階 (144～ 177Kg)ぉ ょび第 5段階 (178Kg

以上)である。この段階別グループには、共に本学学生 (1年 121,78Kgと 2

年 128.43Kg)と 全国平均値 (1年 136.65Kgと 2年 138,94Kg)で ぁる。背筋

Table 2  5 GradatiOn E、 raluation on Bact Strength in 1983-1987

1983～ 1987年 における背筋力 (Kg)の 5段階評価
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・ 森下 。大森)
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・ 森下 。大森)

力の平均値は、本学も全国も共に第 3段階に属している。

この第 3段階に属している本学の学部・学年別の百分率 は、それぞれ経 1

(636%)、 経 2(55.5%)、 法 1(597%)お よび法 2(56.1%)である。こ

のデータは56～64%の範囲内にある。すなわち、全体の過半数以上が占められ

ている。次に多いのは、第 2と 第 4段階である。この第 2段階では 1年次生に

なり、第 4段階は2年次生に分けられている。この 1年次生の第 2段階は (20

～26)%になり、 2年次生の第 4段階は (25～ 26)%になっている。一方、第

1と 第 5段階は数%以下になっている。

こFig。 3は、背筋力に対する5段階評価において百分率を図示した。 Fig。 3

の左側は 5年間のデータを、右イ員lは 5年間のデータの平均値をプロットした。

経 1は、第 3段階で60%以上になり、その左右に減少している。経 2は、1986

年のデータが全体のグループからはずれている。法 1は、1985年を除くと経 1

とよく似ている。法 2は、経 2の 1986年を除くとよく似た傾向である。この結

果から、経 1と 法 1が よく似ており、同時に、経 2も 法 2と よく似た傾向であ

ることが分かった。したがって、背筋力は第 3段階に最高値で、その左右に小

さくなっている。

43 垂直跳の平均値

経済学部と法学部の 1・ 2年次生に対して、1983～ 1987年間の統計データを

表示したのが Table 3である。T able 3において、経 1の 平均測定数 (564

第)に対して、垂直跳の平均値は 55,1lcmで ぁる。経 2の 平均測定数 (576

名)に対して、平均値は 55,66cmでぁる。法 1の平均測定数 (303猪 )に対し

て、平均値は 55.06cmで ぁる。 最後に、法 2の 平均測定数 (260名 )に 対し

て、平均値は 56.38cmで ある。

学年間の差異を調査した。経 1の平均垂直跳は経 2よ りも 0・55cm月、さく、

法 1は法 2よ りも 1・ 32 cm巧 さヽくなっている。経と法の相違が見られた。 同

学年の学部間の相違を調査した。経 1は法 1よ りも 0・05cm大 きく、経 2は法

2よ りも 0,72 cmも 小さい値である。 それぞれの特性があって一定な見解は

見られない。
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大阪経済法科大宰学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

Table 3 Statistical AnalySis Values On Vertical Jump in 1983-1987

本学学生の垂直跳に関する平均値 (MEAN Values:cm)と
標準誤差 (S,E.:Standard Error)

55.5154.4355,4155,3055.9256.49AH MEAN金  平  均

56.0254 9255,8956.2956.1456.882年 平 均
2 Year
MEAN

55.0354.93
|

53.9454.7655.6956.10
l Year
MEAN1年 平 均

-0,72

-0.30

-0.04

-0,15

1.19

-0.42

-2.19

-0.53

-0。 25

-0。 72

…2.34

0.31

MEAN
S,E。

(経 2)― (法 2)

0.05

-0,48

0.85

0.04

1.90

-0.61

-2,78

-0,21

1.34

-1.48

-1,04

-0.12

MEAN
S,E.

MEAN
S.E.

(経 1)― (法 1)

-1.32

0.17

-1 43

-0.36

1.03

-0.06

-3.57

-0.14

-1.24

0,78

-1.43

0.59
(法 1)― (法 2)

-0 55

-0,01

-0.54

-0.17

一
=2.94
0.15

0.52

-0.22

0.35

0.02

-0.13

0,16

MEAN
S,E.

(経 1)― (経 2)

56.38

8.08

260

56.26

_ 8 19

299
|

57.38

8,36

300

55。 29

8.07

207

54.94

8 04

300

58.05

7.76

220

MEAN
S.E.

Scores

2法(L)

55 06

8 25

303

53.51

7.68

300

56.32

8 01

337

53.81

8.22

299

56.62

8.35

278

55.02

8,97

300

Ю
lil却

55 66

7.78

576

54.90

7 89

603

56.48

7.65

508

55 19

7.83

6(ll)

56.01

7.47

599

55.71

8.07

568

MEAN
S.E.

Scores

2経(E)

55,11

7.77

564

54.36

7.72

600

53.54

7.80

453

55,71

7.61

605

56.36

7.49

599

55.58

8.23

563

MEAN
S.E.

Scores

1経(E)

5年平境駆51甲61班 719841983麗鰹歌峯
測 定 数

年 次¥部

5 Ycars
AverageMeasurement Years

上VlLA上｀

S,E.
Scores

Student
Years

Fac■ lty
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年 )の垂直拶ヒと背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 4  Statistical AnalySis Values on Back Strength in 1983-1987

本学学生の背筋力に関する平均値 (MEAN Values:Kg)と
標準誤差 (S.E.:Standard Error)

125.11130.28126.16121.13123.82 124.14A■ MEAN

2年 平 均

全  平  均

128,43126.77 133 60126.28128.07127 41
2 Year
MEAN

121,78125.55 126.96120.20 115,97120.231年 平 均
l Year
MEAN

-0.33

-1107

3.84

1.63

-5.62

-1.08

3.71

-0.67

-2.39

-3.12

-1.22

-2.15

MEAN
S.E.

MEAN
SE

MEAN
S.E.

(法 1)― (法 2)

(経 1)― (法 1)

(経 2)― (法 2)

4.40

-1.82

3.15

-0 42
7.05

-3.61

8.61

-0.01

-2.26

-2.35

5.90

-2,75

-9.06

-1.45

-6.30

-1,79

-8.34

-0.94

-12.01

-2.61

十-11,98

十 -0・ 14

-6 66

-1.77

-6.99

-3.84
|

-4.24

-2.20

5.89

0.13

-8.64

-3.08

-770
-2.03

-3.72

-2.24

MEAN
S.E.

(た監1)― (経 2)

128.50

23.32

260

131,68

24.04

300

129,58

21.14

207

124.42

23,96

300

129。 26

24.29

299

128.02

23.19

220

MEAN
S.E.

Scores

MEAN
S,E.

Scores

2法(L)

119.53

21.87

303

117.25

21.68

300

112.44

23.82

299

|

|

121.24

20.20

387

125,38

22.25

300

121 36

21.42

278

法(L) 1

128.26

22.25

576

135.52

25.67

603

123,96

20.06

508

128.13

23.29

600

126.87

21.17

599

126.80

21,04

568

経(E) 1

MEAN
S.E.

Scores

経(E) 2

MEAN
S.E.

Scores

124.02

20,05

564

119.49

20.21

605
|

129,85

20.19

453

|

|

128.53

21.83

600

123.15

18.93

599

119。 10

19,07

563

5年平残

W正easurement Years

1983 1984 1985 1986 1987
平 均 恒
標準誤差
湘ヽ 市 救

Student
Years

年 次辛 部

5 Years
Average

NILAlN
S,E.
Scores

Faculty
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

以上のことから、 1年次と2年次生の総平均垂直跳 は、それぞれ 55.08cin

と 56.02cmで 、その差は 0,94cmで ある。 1年と2年次生間に約 l Cmの 差

異があった。 したがって、本学学生のこの 5年間の平均垂直跳は 55.51cmで

ある。

44 背筋力の平均値

経済学部と法学部の 1・ 2年次生に対 して、1983～ 1987年間の統計データを

表示 したのが Table 4で ある。Table 4におい て、経 1の平均測定数 (564

名)に対 して、平均値は 124.02Kgで ぁる。 経 2の平均測定数 (576名 )に対

して、平均値は 128.26Kgで ぁる。 法 1の 平均測定数 (303名 )に対 して、平

均値は 119・53Kgでぁる。 そして、法 2の平均測定数 (260名 )に対 して、平

均値は 128.59Kgで ぁる。

学年間の差異を調査 した。 すなわち、 経 1の 平均背筋力は経 2よ りも 4.24

Kg小 さい。法 1の平均背紡力は、法 2よ りも 9・06Kg小 さい値である。本学

学生の両学部共に 1年 よりも2年次生の方が大きい値になっている。次に、学

部間の差異を調査した。すなわち、経 1は法 1よ りも 4.49Kg大 きく、経 2は

法 2よ りも 0・ 33Kg軽 くなっている。その結果、経 よりも法学部の方が小さい

値である。学年の総平均を比較 した。 1年と2年次生の総平均背筋力は、それ

ぞれ 121.78Kgと 128.43Kgで ぁり、その差は 6.65Kgで ぁる。すなわち、 1

年 よりも 2年次生の方が重 くなっている。以上の事項から、本学学生のこの 5

年間の総平均背筋力は 125.1lKgで ぁる。

45 垂直跳の標準誤差

経済学部と法学部の 1・ 2年次生に汁 して、1983～ 1987年間の垂直跳の標準

誤差は、 Table 3の とお りである。 垂直跳の平均標準誤差は、 次のとお りで

ある。 すなわち、経 1の平均測定数 (564名 )に対 して、平均標準誤差は 777

である。経 2の平均測定数 (576名)に対 して平均標準誤差は 7.78である。法

との平均測定数 (303名 )に対 して、平均標準誤差は 8.25で ある。そして、法

2の 平均測定数 (260名 )に対 して、平均標準誤差は 8,08である。
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

垂直跳の標準誤差において、学年間の検討を行った。 経 1は経 2よ りも

0.01小 さい。法 1は法 2よ りも 0.17大 きい値である。次に、学部間の相違を

検討した。経 1は法 1よ りも0,48小さく、 経 2は法 2よ りも0.30小 さい値

である。以上のことから、経 1は経 2よ り小さいのに、法 1は法 2よ りも大き

い値になっている。これらのことから学年間の一定な傾向は見られなかった。

同様に、学部間でもいっしまである。

46 背筋力の標準誤差

経済学部と法学部の 1・ 2年次生に対して、1983～ 1987年間の背筋力の標準

誤差は、Table 4の とおりである。 背筋力の平均標準誤差は、 次のとおりで

ある。すなわち、経 1の 平均測定数 (564名 )に対して、平均標準誤差は 20.05

である。経 2の平均測定数 (576名 )に対して、平均標準誤差は22,25である。

法 1の 平均測定数 (303名 )に対して、 平均標準誤差は21.87である。 そし

て、法 2の平均測定数 (260名 )に紺して、平均標準誤差は 23.32である。

背筋力の標準誤差において学年間の検討を行った。 経 1は経 2よ りも2.20

小さく、 法 1は法 2よ りも145小 さい。 その結果、 1年よりも2年 の方が

大きな値になっている。 一方、学部間の検討を行 った。 経 1は法 1よ りも

1,82小 さく、経 21ま法 2よ りも107小さい。 経よりも法の方が大 きい標準

誤差になっている。 したがって、学部間と学年間の差が明白に知ることができ

女こ。

4,7 経 1の垂直跳の回帰係数

経 1の垂直跳の回帰係撫は、 Table 5の とおりである。垂直跳に対する負

の回帰係数の項目は、休重 (-0.066)と 胸囲 (-0.066)で ある。他の 7項 目

は正の回帰係数である。 0.5以上の回帰係数は反復横跳 (0.529)、 0.4以上は

握力 (0.403)で ある。他は0.3以下の回帰係数である。

測定年度が大きくなるにつれ、回帰係数が大きくなっている項目は、身長

(1985年を除く)、 体重および握力 (1985年を除 く)である。一方、回帰係数が

小さくなっている項目は背筋力である。
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 5 Coefficients in Equation of Regression(y=セ 7+う″)On Vertical

Jump in 1983-1987(EI)
1983～1987年間の垂直跳に対する y=2+ぅ″の回帰係数 (経 1)

1983～1987年度経済学部 1年次生の垂直跳に対する各項目間の回帰方程式と

相関係数(R)|ま、次のとおりである。

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

17.464+0.247

58.657……0.066

60.698‐-0.066

31.5191-0.529

37.852+0.137

(身   長)……

(体   重)… …

(胸   囲)……

(反 復 横 跳)・…

(背 筋 力)… …
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……・ (R=0.1972)

……。(R=0.0910)

・…… (R=0.0675)

。・…・ (R=0,3555)

…… (R=0.3352)

49.555

0.082

51,941

0.035

48.415

0.083

50.548

0.075

47.316

0.134b
⑩ Step Test

52.583

0.222

52.931

0,123

51.844

0.178

53.204

0.234

52.901

0.229

52.035

0.348

b

b

③ Standing
Trunk
Flexion

47.278

0.133

49.494

0.084

46.655

0.121

45.475

0.173

47.184

0.146

47.583

0。 143

③ Trunk
Extension

36.130

0.403

35,348

0.413

36.147

0.376

31.082

0.517

38,663

0.366

39,408

0.3Ъb

① Grip

Strength

37.852

0.137

39,374

0.114

38.699

0。 114

39.098

0.139

37.292

0.146

34,799

0.173

b

b

⑥ BaCk
Strength

31.519

0.529

34.410

0.442

29.108

0.543

33.393

0.491
|

34,002

0.501

26.681

0,670
O Side Step

60.698

-0.066

65,027

-0。 125

52.678

0.031

59.746

-0.053

65.341

-0,116b

② V`elght

③ CheSt

58.657

-0.066

57.137

-0.049

57.038

-0.055

60.460

-0.083
|

59,991

-0.075b

27.305

0.302

17.464

0.247

13.482

0.234

―‐2.449

0.339

25.544

0。 174

23.440

0.187b
① HCigh

5 Years
Average

19871986198519841983
CoefficientEvent

Measurement Years



大阪経済法科大¥学生(1983～ 1987年)の垂直リヒと背筋力の体力統計(沢・森下・ 大森)

垂直跳 =36.130+0.403(握   力)い い

垂直跳 =47.278+0,133(伏臥上体そらし)

垂直跳 =52.583+0.222(立位体前屈)‥ ¨

垂直跳 =49.555+0.082(踏台月・降運動)・

中 (R40.3395)

… (R=0.1337)

… (R=0.2155)

… (R=0.1101)

(4--6)

(4-7)

(4-8)

(4-9)

0.4以上の回帰係数の反復横跳と握力は、共に重相関係数も0.34以 上で大き

い値である。負の回帰係数の体重と胸囲では、重相関係数が 0。 1以下の小さい

値である。

Table C Cocfficients in Equation of Regression(y=2+♭ ″)。n Vertical

Jump in 1983-1987(E■ )

1983～1987年間の垂直跳に対する 7=α十う″の回帰係数 (経 2)

46.219

0.148

43.144

0,185

50.525

0.095

44.576

0,160

46.631

0.153

b

b
⑩ Step Test

52,005

0.310

53.165

0.161

53.885

0,284

5:|:::|51.272

0.284

51.217

0.433

③ Standing
Trunk
Flexion

42.096

0.230

41,735

0.235

48.861

0。 134

34.48C

O.33g

41.857

0.225

43.545

0.218b

④ Gttp

Strength

③ Trunk
Extension

34.026

0.431

33,789

0.454

37.778

0.404

29.501

0.52C

36.321

0,379

31,242

0,394b

39.825

0.120

39,239

0。 114

44.191

0,099

34,638

0,154

41.959

0.100

39.098

0.132

b

b

⑥ BaCk
Strength

26.515

0.652

25,327

0.650

30,005

0.615

18.757

0.828

23.305

0,715

35.179

0.450
④ SidC Step

54.542

0.009

46.012

0.101

62.904

-0,073

65,420

-0.128

43.830

0,136

① HCigh
b

② Vヽelght
b

③ CheSt
b

56.954

-0.026

52.369

0.039

62.708

-0.132

61.553

-0.080

51.185

0.070

-2.647

0.330

-6.161

0.359

5。 854

0297

-17.818

0,419

7.539

0.282

5 Years
Average

19871984  1  1985  1  19861983
CoeFficientEvent

Measurement Years
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

4.8 経 2の垂直跳の回帰係数

経 2の垂直跳の回帰係数は、Ta,lC 6の とお りである。垂直跳に対する負の

回帰係数は、体重 (-0.026)で あり、他の項目は正の回帰係数である。0,6以

上の回帰係数は反復横り

`(0.652)で
ある。 0.4以上の回帰係数は握力 (0.431)

である。 そして、0。 3以上の回帰係数は、身長 (0,339)と 立位体前屈 (0.310)

である。他は 0.3以下の回帰係数である。

測定年度が大きくなるにつれて、回帰係数が大きくなっている項目は、身長

(1985年除く)、 胸囲 (1983年除く)お よび踏台昇降運動 (1984年 除く)であ

る。一方、回帰係数が小さくなる項目は、立位体前屈である。

1983～ 1987年度経済学部 2年次生の垂直跳に対する各項目間の回帰方程式と

相関係数(R)とよ、次のとおりである。

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

-2.647-卜 0

56.954-0

54 542-卜 0

26.515=卜 0

39.825+0

34.926+0

42.096+0

52.005+0

46.219卜 0

(R=0.2440)

(R=0.2511)

(R=0.3718)

(R=0.4308)

(R=0.3517)

(R=03768)

(R=0.2147)

(R=0.2495)

(R=0.1897)

… …(410)

… …(牛11)

………(4-12)

… …(413)

・……(4-14)

… …(Ⅲ15)

・…・・(4-16)

… …(牛 17)

・・…・・(4-18)

339

026

009

652

120

431

230

310

148

(身   長)… ……・

(体   重)… ……・

(胸   囲)… ……・

(反 復 横 跳 )・ … …

(背 筋 力)― ……・

(握   力)… ……・

(伏臥上体そらし)中 ●

(立位体前屈)… ……・

(踏台昇降運動)… …・

0,4以上の回帰係数の反復横跳 (0.652)と 握力 (0.431)に 対する重相関係

数は、 それぞれ 0,4308と 0,3768の大きい値 で あ る。 次 に、 0.3以上の回帰

係数の身長 (0.339)と 立位体前屈 (0310)に 対応する重相関係数はそれぞれ

0.2440と 0.2495である。
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大阪経済法科大学¥生 (1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

4,9 法 1の垂直跳の回帰係数

法 1の垂直跳の回帰係数は、Table 7の とお りである。垂直跳 に対す る負

の回帰係数の項目は、体重 (-0.073)と 胸囲 (-0.051)である。その他の 7

項目lま正の回帰係数である。0.3以上の回帰係数は3つある。すなわち、0.747

の反復横跳、0.490の 握力および0.347の 立位体前屈である。 他は 0.3以下の

回帰係数で小さい値である。

測定年度が大きくなるにつれて、回帰係数が小さくなっているテス トの項目

Tacie T Coefficients in Equation of Regression(y='十 う″)On Vertical

Jump in 1983-1987(LI)
1983～1987年間の垂直跳に対する y=′十う″の回帰係数 (法 1)

45.294

0.110
|

48.507

0.098

50.009

0 106

42.113

0.207

50.289

0,040

③ Trunk
Extension b

41.

0。

③ Standing
Trunk
Flexion b

51.

0,

b
⑩ Step Test

54.

0.

50.857

0.347

49.877

0.248

49.108

0.492 1転廃|

53.629

0.264

42.196

0.220

47.677

0.152

31.839

0.370

44.349

0.171

45 975

0.119

31.784

0.400

31.061

0,472

34.391

0,472

33.403

0.411

26.349

0.615

33,71G

O.479b

① Grip

Strength

39.630

0.123

37.364

0.120

41,095

0.126

50.224

0.022

32.859

0.180

86.606

0。 165

⑥ BaCk
StFength b

22.206

0,747

19,899

0。 751

25.990

0.699

17.807

0,815

21.865

0。 758

25.468

0.713b
① Side Step

58 260

-0.051

60.640

-0.094
60.238

-0,088

58.346

-0.059

53.316

0.03Gb
③ CheSt

57.576

-0.073

57.735

-0,084
57.852

-0.082

57.141

-0.053b

① Heigh

② V`elght

39.318

0,076
|

11,341

0.253

8.373

0 282

-22.

0. :::|

-4 428

0.343

35.660

0,100b

5 Years
Average

1986  1  1987198519841983
CoefficientEvent

Measurement Years
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

は、身長 (1986年除 く)、 体重、胸囲および立位体前屈 (1984年除 く)である。

この結果から体格テス トの 3項 目が、共に一定な傾向性が認められた。一方、

測定年度が大きくなるにつれ、回帰係数が大きくなっている項目は見られなか

った。反復横跳の回帰係数は、学年・学部を問わず最高値になっている。

1983～ 1987年度法学部 1年次生の垂直跳に対する各項 目間の回帰方程式と相

関係数(R)は、次のとお りである。

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

…… (419)

●中●●(4-20)

・……(4-21)

……|(4-22)

・・・…(4-23)

…… (Ⅲ24)

・…・・(4-25)

… ,(牛26)

…… (427)

11.341+0,253

57.576--0.073

58.260--0.051

22.206+0,747

39.630+0.123

31,784+0.490

42,196+0.220

50.857+0.347

48.507+0.098

(身   長)… ………。(R=0。 1837)

(体   重)…………・(R=0.1019)

(胸   囲)… ………・(R=0.0623)

(反 復 横 跳)・・̈・… …(R=0,4571)

(背 筋 力)… ………。(R=0.3152)

(握   力)…………・・(R=0.3817)

(伏臥上体そらし)……。(R=0.2207)

(立位体前屈)… '… ……・(R=0.2965)

(踏台昇降運動)………。(R=0.■ 17)

0,4以上の回帰係数は、反復横跳 (0。 747)と 握力 (0.490)で ある。 この反

復横跳 と握力の重相関係数は、それぞれ 0,4571と 0.3817で ある。負の回帰係

数に対応する重相関係数は、共に 0.1以 下である。

410 法 2の垂直跳の回帰係数

法 2の垂直跳の回帰係数は、Table 8の とおりである。垂直跳に対する負の

回帰係数は、体重 (-0050)と 胸囲 (-0,033)である。その他の項目は、正の

回帰係数である。この回帰係数の正と負は、学部・学年を問わずにいっしょに

なっている。 しかも、負の回帰係数は学部 。学年を問わず、体重では -0.026

から -0,073ま で、胸囲では -0,066か ら0.009ま での範囲になっている。

0.4以上の回帰係数は、 反復横跳 (0.696)と 握力 (0.489)で ある。 他は 0.3

以下の回帰係数になっている。回帰係数の大きい反復横跳は (0.529～ 0,747)
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1937年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 8 Coefficicnts in Equation of Regression(y=′ 十♭″)On Vertical

」ump in 1983-1987(LII)

1983～1987年間の垂直跳に対する y=ク +ぅ″の回帰係数 (法 2)

の範囲であり、次に大 きいのは握力で (0.403～ 0490)の範囲に存在してい

る。測定年度が大きくなるにつれて、回帰係数が小さくなっている項目は、反

復横跳 (1988年除く)お よび立位体前屈 (1984年除く)の 2項 目である。この

反対の現象は見られなかった。

1983～ 1987年度法学部 2年次生の垂直跳に対する各項目の回帰方程式と相関

係数(R)は、次のとおりである。

長)

- 60 -一

47.823

0.102

51.234

0.066

44.411

0.13ηb
⑩ Step Test

52.442

0.247

52.128

0.133

52.583

0.340 1佑鋼監癖|

53.963

0.135

a

b

③ &anding

Flexion

42.449

0.228

32.903

0.377

48,340

0,121

45.467

0.198

40.24G

O.238

45.291

0.207b

⑥ Trunk
Extension

39,312

0.123

32.338

o.489

32.713

0.456

38.779

0.357

25。 886

0.671

22.512

0,643

41.798

0.319b

① Grip

Strength

31.919

0.163

42.946

0.095

42.254

0.114

36.178

0。 136

43.263

0,109b

⑥ BaCk
Strength

24.104

0.696

29.308

0.517

27.326

0,643

li::::| 17.091

0.909

33.714

0,480
① Side Step

|

b

57.353

-0.033

65,038

-0.132

51.135

0.047

71.070

-0.171

42.17C

O.12Eb
|

③ CheSt

58.068

-0.050
59.426

-0.092

57,764

-0.039

65 626

-0.151

60.643

-0.060
|

46.882

0.098b
② V`eight

4.525

0.303

―O.687

0.352

33.852

0。 126

12.443

0.261「転鋼
20.702

0.209b
① Height

5 Years
Averag(

19871986198519841983
CoefficientEvent

Measurement Years

垂直跳 = 4525+0,303(身 ・……・(R=0.2141)・……。(4-28)



大阪経済法科大¥¥生 (1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直拶[

垂直跳

垂直跳

垂直跳

垂直跳

58,068--0.050

57.353‐-0.033

24 104-卜 0.696

39,312+0 123

32.338+0.489

42.449-卜 0 228

52.442+0.247

47.823+0.102

(体   重)……

(胸    囲)……

(反 復 横 跳)…

(背 筋 力)……

(握   力)…

(伏臥上体そらし)

(立位体前屈)…・

(踏台昇降運動)・

(R=0,1056)・ …・・(4-29)

・(R=0,0946)… ・・(牛30)

。(R=0.4450)・ ……'(4-31)

。(R=0.3587)・ ……・(4-32)

・(R=0.4096)・…・・・(4-33)

・(R=0.2247)'中 中●(4-34)

(R=0,1998)・ ……。(4-35)

・(R=0.1300)・ ……・(4-36)

0,4以上の回帰係数の反復横跳 と握力は、 共に重相関係数も 0.4以上で大き

な値になっている。 負の回帰係数の体重と胸囲では、 重相関係数が 0,09以 下

の小さい値になっている。

411 経 1の背筋力の回帰係数

経 1の背筋力の回帰係数は、Table 9の とおりである。背筋力に対する国帰

係数は正のみである。その範囲は (0.05～1.48)である。 1.0以上の回帰係数

は、胸囲 (1.041)と 握力 (1482)で ある。0.8以上の回帰係数は、身長 (0.837)

反復横跳 (0.892)お よび垂直跳 (0.863)で ある。この全体の 9項 目の中で、

0.8以上の回帰係数の数は 5項 目もある。

測定年度が大きくなるにつれ、回帰係数の増大と減少が見られたのは、それ

ぞれ垂直跳(1986年除 く)と 踏台昇降運動(1987年除く)である。測定年度の中

央が小さく、その前後には大きくなっている回帰係数の項目は垂直跳である。

1983～ 1987年度経済学部 1年次生の背筋力に対する各項日間の回帰方程式と

相関係数(R)は、次のとおりである。

背筋力 =

背筋力 =

背筋力 =

31,902+0.837(身

80,825+0,672(体

60.266+1.041(胸

長 )… ………・(R=0.2525)……(4-37)

重 )・ ………・・(R=0.3356)・……(4-38)

囲)・ ………・・(R=0.3417)・…・・(4-39)
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

Table 9 Coefficients in Equation of Regression(y='十 う″)。れ BaCk

Strength in 1983-1987(EI)

1983～1987年間の背筋力に対する y=α十う″の回帰係数 (経 1)

121.5811

0.052

124.89C

O.06こ

127.710

0.035:1髯制
119.130

0.049
⑩ Step Test

119.40(

0.411

123.54C

O.55“

127.740

0.221

116.080

0,25g

116.36C

O.58[

113.760

0,471b

⑨ Standing
Trunk
Flexion

108.71コ

0.26t

104.74G

O.43E

120.94C

O.154

107.220

0.201

101.73C

O.36コ

108.940

0.171b

③ Trunk
Extension

40,72〔

1.48榎

29。 608

2.18こ

55,7脅

1.601

42。 975

1,608

39.281

1.83C

36.00C

O.17Cb

④ Gttp

Strength

63.48E

O.86E

75,94〔

0,97[

88.841

0,76C

70.690

0,862

74,849

0.857

7.09C

O.85コb

⑤ VertiCal

Jump

84.38」

0.892

89.604

0.87C

87.129

0.950

8:::;;| 80.49C

O.891

78,35C

O.932b
O Side Step

60.26翻

1.04J

22.034

1.22C

32.256

1.104

151.96C

l,20[

61.472

0.704

33.60C

O.97Cb
③ CheSt

80.825

0.672

70,68(

0.92(

86.57ワ

0.677

79.06C

O.62C

92.317

0.462

75,491

0.6脅b
② V`eight

31.002

0.83η吟剤吟鋼■潔
-27.995

0。 882

-41.325

0。 938b
① HCight

5 Years
Average

19871985  1  198619841983
CoefficientEvent

Measurement Vears

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

2390)

3352)

6235)

1106)

1407)

0428)

…・(4-40)

…・。(4-41)

……(4-42)

……(4-43)

…・,(牛44)

……(牛45)

84.3841-0.892

63.483→ -0.863

40,729キ 1,482

108,714+0.266

119.496+0,417

121.580+0.052

(反 復 横 跳)…… …。(R=0
(垂 直 跳)… ……… (R=0

(握   力)… … … …(R=0

(伏臥上体そらし)・ ……(R=0

(立位体前屈)・ ………・。(R藍 0

(踏台昇降運動 )・ ……・。(R=0

回帰係数の大きい胸囲と握力に対応する重相関係数は、 それぞれ 0,3417と

0.6235である。特に、握力に対 してはこの経 1の 中で最高になっている。
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大阪経済法科大半学生(1983～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢 。森下 。大森)

4.12 経 2の背筋力の回帰係数

経 2の背筋力の回帰係数は、Table loの とおりである。その回帰係数の範

囲は (0.2～ 22)の間にあり、その差が20も ある。 1.4以上の回帰係数は、

胸囲 (1.422)と 握力 (2.167)で ある。 この両者は経 1の最高値 と同様であ

る。経 2の背筋力の回帰係数は、経 1よ りも胸囲では0.4大 きく、握力では

0.7も 大きくなっている。 1.0以上の回帰係数は、身長、反復横跳および垂直

跳である。

Table 10 Coefricients in Equation of Rcgression(7='十 う″)。n Back

Strength in 1983-1987(EII)

1983～1987年間の背筋力に対する y=α +ぅ″の回帰係数 (経 2)

111.311

0.24〔

129.810

0.673

119,49C

O.27C

114.560

0.150b

105

0

105.

0。

11.

0.
⑩ Step Test

121.314

0.524

123.010

0.104

116.

0.釧吟鋼
118.31C

O.659b

③
音 猟

ng

Flexion

89。 238

0.67留

74.85〔

1.11〔

100.

0.剃靴璃
74.214

0.875b

⑥ Trunk
Extension

25.88日

2.167

12.81〔

2.67コ

24.808

2.142

2号

:〔::|

3::ξ

:||

32.611

1.990b

① Grip
Strength

70.578

1.01G

47.57C

l.62ク

85.490

0.681

66.

調監鋼
68.591

1,0261b

⑤ VertiCal

Jump

71.05[

1.261

37.576

2.184

76.742

1.097七鋼監制
52.384

1.697b
① Side StCp

2.224

1.422

-70.795

2.376

-19

1

33

1

34.

1.

33,

1,031b
③ CheSt

69.529

0.80G

46.02C

l.43】

56.1 82

0

82 81.

0.0.651b
② V`Cight

-53.403

1.05G

-109.37C

l.44E

-0。 922

0.732b

117 53.

0.

-92.

1. 1.265① Height

5 Years
Average

ふ/1easurement Years

1983  1  1984
COeFficicntEvent
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

測定年度が大き くなるにつれ回帰係数が大きくなる項目は、体重 (1983年

除 く)、 反復横跳 (1986年除 く)、 握力 (1983年除 く)お よび伏臥上体 そらし

(1983年除く)である。一方、小さくなる項目は踏台昇降運動 (1987年除 く)

である。他は一定な傾向が見られない。

1983～1987年度経済学部 2年次生の背筋力に対する各項目間の回帰方程式と

重相関係数(R)は、次のとおりである。

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

-53.403+1.056

69,529+0.896

2.224-1 1.422

71.0581-1.261

70.578+1.016

25.883+2.167

89.238+0.677

121.314+0.524

111.316+0,249

(身   長)… ……Ⅲ…(R=0.2706)…

(体   重 )・ :・
・・……。(R=0.3903)・ …

(胸   囲)・ ………・。(R=0.4123)・ …

(反 復 横 跳 )・
・・…・・・・・(R=0,2811)…

(垂 直 跳)…… … (R=0,3517)…

(握   力)・ ………・・(R=0.6309)…

(伏臥上体そらし)… …・(R=0.1803)'…

(立位体前屈)… ………・(R=0.1673)・ …

(踏台昇降運動)・ ……・・(R=0.0982)・ …

(4-46)

(4-47)

(4-48)

(4-49)

(4-50)

(4-51)

(4-52)

(4巧3)

(4-54)

回帰係数と重相関係数は、共に一次元的に増大している。経 1と 同様に、握

力が最高の回帰係数であるところに、重相関係数も最高値になっている。

4,ld 法1の背筋力の回帰係数

法 1の背筋力の回帰係数は、TabiC llの とお りである。回帰係数の範囲は

(0.04～2.18)である。 法 1の 回帰係数は経 1よ り大きく、 経 2と よく似てい

る。 1.1以上の回帰係数は、身長 (1.185)、 胸囲 (1.175)、 反復横跳 (1.201)

および握力 (2180)で、 4頂日である。体格テス トの項目は、 比較的に大き

い回帰係数になっている。

測定年度が大きくなるにつれ減少している回帰係数は、身長 (1984年除 く)

である。測定年度の中間は1985年である。測定年度の中央が小さく、その前後
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大阪経済法科大学学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・ 森下 。大森)

Table ll Coefficients in Equation of Regression(7=セ 7+♭
")On Back

Strength in 1983-1987(LI)

1983～1987年間の背筋力に対する y=′十う″の回帰係数 (法 1)

に大きくなっている回帰係数の項目は、体重・胸囲。反復横跳および伏臥上体

そらしである。

1983～ 1987年度法学部 1年次生の背筋力に対する各項目間の回帰方程式と重

相関係数(R)は、次のとおりである。

背筋力 =-82,716+1.185(身    長)'…………(R=0.3299)・ …・・(牛55)

背筋力 = 68.392+0,784(体    重)・ …………(R=0.3933)・ …・・(4-56)
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114.18J

O.045

104. 114.

0.

119.

O. 0.

98.

0.

118.

0.b

112. 126.

-0.0.1
⑩ Step Test

112.154

0.64も

112.

0.釧
|

110.450

0.589b

④ Grip

Strength

⑥ Trunk
Extension

③ Standing
Trunk
Flexion

101.168

0.31G

85.572

0,707

108132C

O.22ク

103.72C

O.117

102.

0. :配
|

105.260

0.196b

18.259

2.180

25.864

2.20C

12,742

2.33g

24.215

1.839

12. 68と

|

15.786

2.253b

73.680

0.824

63.617

1.168

76.290

0.798

59.1 68. 101

1.091 0,888 0.1b

⑤ VertiCal

Jump

66.00モ

1.20】

51.466

1.698

77.080

1.018

80.018

0.708

54::と

,|

71.575

1.056b
④ Side Step

15.80〔

1.17t

17.915

1.20g

22.872

1.12g

3.

1.

5。

1.

29

0b
③ CheSt

68.302

0.784

72.46乏

0.80Z

71.720

0.781

68.629

0,658

6i::::| 67.58C

O.74クb
② Welght

-32.

0. ::1‐

-84:`::-42.455

0,962

-88.094

1.169

-107.

1. ::】
|

―-143.380

1,529b
① Heigh

5 Years

1987198619851983  1  1984
CoefficientEvent

Measurement Years



大阪経済法科大挙学生(1983～1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢 。森下 。大森)

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

背筋力

175

201

824

180

316

645

045

15,800ヨト1

66.906+1

73 680+0

18.259+2

101.168→ -0

112.154」 -0

114.181+0

(胸   囲)・ ……

(反 復 横 跳)……

(垂 直 跳 )。 ……

(握   力)・ ……

(伏臥上体そらし)

(立位体前屈)。 ……

(踏台昇降運動 )。
中

(R=0.3907)

(R=0,2812)

(R=0.3153)

(R=0.6513)

(R=0.1164)

(R=0。 2129)

(R=0.0611)

(4-57)

(4-58)

(4-59)

(4-60)

(4-61)

(4-62)

(4-63)

回帰係数の大きい握力の重相関係数は 0.6513で ある。 この範囲内の重相関

係数は (0.0611～ 0.6513)で ある。回帰係数の (0.6～ 1.2)の 範囲では、重相

関係数が (015～0.40)の 範囲内で集中分布 している。

414 法 2の背筋力の回帰係数

法 2の背筋力の回帰係数は、Table 12の とおりである。法 2の 回帰係数は

(0031～ 2.257)の 範囲内にある。これは経 2と 法 2と よく似た傾向になって

いる。1.5以上の回帰係数は、反復横跳 (1.504)と 握力 (2.257)で ある。 そ

して、1.0以上の回帰係数は、胸囲 (1,050)と 垂直跳 (1051)で ある。

測定年度が大きくなるにつれて減少している回帰係数の項目は、体重 。胸囲

(1985年除 く)。 反復横跳 (1983年除く)お よび伏臥上体そらしである。

回帰係数の0.031(踏台昇降運動)と 2.257(握力)を除 くと、 0.6～ 1.5の

範囲に集中分布している。これに対応して、重相関係数も (017～036)の範

囲内に分布している。

1983～ 1987年度法学部 2年次生の背筋力に対する各項目間の回帰方程式と重

オロ関係数(R)しよ、次のとおりである。

背筋力 =-76.556+0.907(身

背筋力 = 83.900+0.671(体

背筋力 = 34986+1.050(胸

(R=0.2900)… … (4-64)

(R=0.2862)… …・(牛65)

(R=0.2974)。 中中0(4-66)

長

重

囲
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢 。森下 。大森)

Table 12 Coefficients in Equation of Regression(7=α +う″)On BaCk
Strength in 1983-1987(LII)

1983～1987年間の背筋力に対する y=α +♭″の回帰係数 (法 2)

124.31g

O.031

126.75C

O,49C

111.42G

O.34G

137

-0 BI!|

129,680

-0.137

118.330

0118
⑩ Step Test

b

120.374

0.61日

115 117 123.

0 0 0,

118,920

0 501b

◎ Standing
Trunk
Flexion

87

::】

91.78g

O.6330.

118.520

0.192

71

:::|

97.657

0.447b

83.907

0.738

③ Trunk
Extension

21.704

2.25η

37 40C

2.071

42,737

1.877

~〕

::;|

24.717

2.149

4.57C

2.55gb

⑦ Grip

Strength

69.07J

l.05J

9i::::| 56.36C

l.40C

5::::〔

|

82.469

0.701

60,711

1.135b

⑤ VertiCal

」ump

59,74電

1.50」

83.95C

l.01ε

66.247

1.456

41:::ξ

l

40.470

1.891

66.162

1.22Cb
① Side Step

34.93G

l,05Ю

72.314

0.67乏

39.873

1.026

34:i:[| 31.131

1.044

-2,788

1.479b
⑥ CheSt

83.00¶

0.67】

109.96C

O.32C

90.667

0.616

72.2511

α81q

83.005

0,623

63.615

0.972b

① Height

② Vヽeight

-76.55G

O。 90η

-76.654

1.21C

―‐146.

0.

-33. 14.

0.0.

-140.070

1.560b

5 Years
Average

1986  1  19871984  1  19851983
CoefficientEvent

Measurement Ycars

背筋力 =

背筋力 =

背筋力 =

背筋力 =

背筋力 =

背筋力 =

59,746→-1.504

69.0711 1.051

21,70412.257

91,788J-0.633

120,374+0.619

124.318J-0.031

(反 復 横 跳)・
・―・・中●●(R=0.3351)…・・(牛67)

(垂 直 跳)・ ………・・(R=0.3587)… …(4-68)

(握   力)・ ………・。(R=0.6494)… …(4-69)

(伏臥上体そらし)・ ……(R=02099)……(4-70)

(立位体前屈)・ ………・。(R=0.1734)・ …・・(471)

(踏台昇降運動)・ ……・・(R=0.0787)… …,(4-72)
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

4.15 垂直跳の重相関係数と分散分析の F値

垂直跳の重相関係数と分散分析のF値は、 それぞれ経 1(Table 13)。 経 2

(Table 14)o法 1(Table 15)お ょび法 2(Table 16)に 表示している。測

定年度が大きくなるにつれ重相関係数が大きい項目は、次のとおりである。す

なわち、経 1では握力 (1985年除 く)であり、法 1では胸囲および踏台昇降運

動 (1984年除 く)である。一方、測定年度が大きくなるにつれて重相関係数が

小さくなる項目は、次のとおりである。すなわち、経 1で は体重 (1986年除

Table 13 Multiple_Correlation Coefficient and F‐ Ratio on Vertical Jump

in 1983-1987(EI)

1983～ 1987年間の垂直跳の重相関係数と分散分析のF値 (経 1)

0.110】

6.04

0.0494

0,96

0。 1330

9 11::を,271

0。 1554

11.11

0.2155

22.09

0.118C

5.56

0.2471

32.911:::号

991 0.2129

16.10

0.2996

44.26

R
F

0。 1387

7.30

0.0801

2.54

0.1363

9.58

0 141

9.22 ‖耀引
0.1481

7.61

⑥ Trunk
Extension

R
F

0.339E

51.645::::691

0.3436

52.61311:を

431 0,4315

77.56

0 3014

44.86

R
F

① Grip

Strength

0.3352

49,87

0.333E

49.28

0. 0 0。

40 01 45.38 36.66

0。 3847

78.01

R
F

⑥ BaCk
Strength

0,355E

60.81

0.2602

28.54

0.3456

68,61オ誕1
0.3588

50.08

0.4515

114.95

R
F

① Side Step

0,0675

2.31

0.1040

4,30

0.0630

2.02

0. 0, 0.

4.42 0.57 0.24

R
F

③ CheSt

0.0010

3.62

0,059乏

1,38

0.103И

5,46:i:i621

0.1051

5.02

R
F

② Welght

o.1972

17.18

0.2347

22,91

0.2168

24.96!::i901

0.2540

23.38

0 141g

9.15

R
F

① Height

5 Years
Avcrage

1987198311984119851闘
CoefficientEvent

/ヽ1easurement Years
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大阪経済法科大半学生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

Table 14 Muhiple_Correlation Coefficient and F‐ Ratio on Vertical」 ump
in 1983-1987(EII)

1983～1987年間の垂直ワ【の重相関係数と分散分析のF値 (経 2)

く)・ 反復横跳 。背筋力 (1987年 除く)お よび伏臥上体そらし (1983年除 く)

である。経 2では体重および立位体前屈 (1984年除 く)である。法 1では身長

(1986年除 く)である。法 2では立位体前屈である。

測定年度が大きくなるにつれ分散分析のF値が大きくなる項目は、次のとお

りである。経 2では、反復横跳 。背筋力 (1983年除く)お よび握力 (1983年除

く)である。法 1では、胸囲および反復横跳 (1983年除く)である。測定年度

が大きくなるにつれ、分散分析のF値が小さくなる項目は、次の とお りであ

る。経 2では立位体前屈である。法 1では身長 (1986年除く)である。法 2で
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R
F

0.3517
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Tabie 15 Multipe_Corrclation Coefficient and F_Ratio on Vertical Jump

in 1983-1987(LI)

1983～ 1987年間の垂直跳の重相関係数と分散分析のF値 (法 1)

は、反復横跳 (1983年除 く)お よび立位体前屈である。

測定年度1985年が中央で小さく、その前後に大きくなっている重相関係数と

分散分析のF値がある。すなわち、重相関係数では経 1の胸囲、法 1の背筋

力・伏臥上体そらしおよび立位体前屈である。分散分析のF値では、法 1の背

筋力と伏臥上体そらしである。

垂直跳にお「ナる分散分析の F値と重相関係数との関係を Fig。 4に 図示 し

た。経 2の 2ポ イントを除くと、相対的に比例していることが Fig,4に よっ

て確認できた。 Fig。 4の中で経 1の データ (X表示)は 左の上部に分布し、
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大阪経済法科大宰学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

Table 16 Multiple_Correlation Coefficient and F_Ratio on Vertical」 ump
in 1983-1987(LII)

1983～ 1987年間の垂直跳の重相関係数と分散分析のF値 (法 2)

法 2の データ (O表示)は右の下部に分布 している。その中間には、経 2の デ

ータ (△表示)と 法 1の データ (口表示)が混在 して分布している。

以上のことから、 この分散分析のF値 と重相関係数の関係は、双曲線の式に

なることが分か った。 したがって、例外を除 くと、双曲線の式 におけ る勾配

は、それぞれ異なって 3通 りであることが理解できた。
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下。大森)

M■ltiple CorreⅢⅢioX COoHictent

F地 ,4 Relation between F・ Ratio oF variance Analysis and Multiple

Correlation Coefficient on Vertical Jump

垂直跳における分散分析のF値と重相関係数との関係
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大阪経済法科大学学生(1988～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢 `森下 。大森)

4.16 背筋力の重相関係数と分散分析の F値

背筋力の重相関係数と分散分析のF値は、それぞれ経 1(Table 17)、 経 2

(Table 18)、 法 1(Table 19)お よび法 2(Table 20)に 表示している。測

定年度が大きくなるにつれ重相関係数が大きい項目は、次のとおりである。す

なわち、法 2では体重 (1986年除 く)である。反面、重相関係数が小さい項目

は、経 1では反復横跳 (1984年除く)お よび垂直跳 (1987年除 く)である。法

1では身長 (1984年除 く)である。法 2では、身長 (1987年除 く)・ 握力 (1987

Table 17 Multiple_Correlation CoeFficicnt and F_Ratio on Back Strength

in 1983-1987(EI)

1983～1987年間の背筋力の重相関係数と分散分析のF値 (経 1)
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大阪経済法科大学辛生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 18 Multiplc_Correlation CocFFicient and F_Ratio on Back Strcngth

in 1983-1987(EII)

1983～1987年間の背筋力の重相関係数と分散分析のF値 (経 2)

年除く)である。測定年度が大きくなるにつれ重相関係数が減少し、1985年で

最小値にな り、それから増大する項目は、すなわち経 1では身長であり、経 2

では体重と胸囲であり、法 1では反復横跳・垂直跳および伏臥上体そらしであ

る。

一方、測定年度が大きくなるにつれ分散分析のF値が大きくなる項目は、す

なわち経 1では体重 (1983年除く)であり、経 2では垂直跳 (1983年除 く)で

ある。反面、減少する分散分析のF値の項目は、存在しなかった。測定年度が

大きくなるにつれ分散分析のF値が、V形現象をつくっている項目は、経 1で
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 19 Attuitiplc‐Correlation Coefficient and F_Ratio on Back Strength

in 1988-1987(LI)

1983～1987年 間の背筋力の重相関係数と分散分析のF値 (法 1)

は身長であり、経 2では体重・胸囲であり、法 1では反復横跳・伏臥上体そら

しであり、そして法 2では身長である。

背筋力における重相関係数と分散分析のF値との関係を、 Fig.5に 図示し

た。Fig.5で は経 1を X、 経 2を △、法 1を 回 お よび法 2を Oに 表示し

た。経 1の X表示はプロットの右上に分布している。法 1の 回 表示は右の部

分に表示している。そして、経 2と 法 2はその中間に分布している。これは垂

直跳と同様な分布状態になっている。 Fig.5の 関係は、 直線性を有している

と見られるが、各年度・各学部別に見れば、双曲線状になっている。それはセ

―- 75 -―

0,0611

0,72&髯引
0.079C

O.99:i::491

0.078[

0,79

R
F

③ Standing
Trunk
Flexion

⑩ Step Test

0.2120

11,46

0 231

18.94

31 0,1664

5.10

0,1481

3.54

0.204E

5.56

0.314C

24.17

R
F

0,1164

3.79

0. 0. 0.

0.27 2.73 11.48

0.0759

0,74

0.1292

3.75

R
F

③ Trunk
Extension

0 6513

180,41

0. 0

37.33 29 05

0. 0.

42 84.35

0.4867

49.03

0,760[

174.54

0,7571

296,73

① Grip

Strength

R
F

0.3153

27.91

0.0624

0.624:i与:391

0.3996

24.14

① Side Step
R
F

⑤ VertiCal

Jump
R
F

0 2812

19 75泳認¶
0.3456

24.29

0,1502

3.64

0 2982

12.40

0.4055

43.49

0,3007

37.52と誕引
0377C

29.74

0.2834

13.80

0.4924

40.65

0.4286

49,74

R
F

③ CheSt

0.3933

37.78

0 0. 0 0.

39.68 16.35 55.45 28 22

0,4267

49.18

R
F

R
F

① HCight

② Weight

0。 329〔

25.34テ鋼
0.225E

9.62

0.2919

14,72

0.4676

35.54

0.386E

38.89

5 Years
Average

1986  1  1987198519841983
CoefficientEvent

Measuremcnt Ycars



大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 20 Multiple_Correlation Coefficient and F_Ratio on Back Strength

in 1983-1987(LII)

1983～1987年間の背筋力の重相関係数と分散分析のF値 (法 2)

ミログのグラフを使用しているからである。

5検  討

5,1 垂直跳の平均値の検討

本学学生の垂直跳は、 5段階評価に分類すれば、第 4段階に属 してい る。

これは全国の平均値と同じレベルである。 この 5年間の平均垂直跳は、経 1

(55.1lcm)o経 2(55,66cm)・ 法 1(55,06cm)ぉ ょび法 2(56.38cm)で あ

―- 76 -―
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 21 Relation between Vertical Jump in the Mean Value of Our

Students and the Nation‐ wide Averagc

垂直跳に関する本学学生と全国平均値との関係

る。この結果、垂直跳の大きい順では、法 2→経 2→経 1→法 1の順である。

したがって、 2年次生が大きく、 1年次生が小さい値である (Table 21)。

文部省が調査した全国平均値との比較を行 うと、次のとお りである。

55.■ (経 1年)
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55,62(経 2年 )

56.38(法 2年 )
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経 1では (53.54～ 56.36)cmの 範囲で、垂直跳の平均値は 55。 1lcmでぁる。

法 1では (53.51～ 56.62)cmの 範囲で、平均値は 55.06cmで ある。この両学部

-77-
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大阪経済法科大学辛生(1983～ 1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・ 森下・大森)

の 1年次生の平均値は (53.94～ 56.10)cmの範囲で、この 5年間の全平均値は

55,08 cmである (Table 21)。  この 5年間の本学平均値は 55.08 cmであ るの

に、 文部省が発表 している値は 61.66cmで ある。 その差は -6.58cmであり、

比率は -1066%である。すなわち、本学学生は全国よりも約 11%も 短いこと

が分かった (Fig.6)。 Fig。 6において、経 1と 法 との垂直跳は、相互に交叉

していることが認められた。

同様な方法で 2年次生の平均値検討を行った。 経 2で は (54.90～ 56.48)cm

65
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

の範囲で、平均値は 55.66cmでぁる。法 2で は (54,94～ 58.05)cmの 範囲で、

平均値は 56.38cmで ある。 この両学部の 2年次生の平均値は (54.92～ 56.88)

Cmの範囲で、 この 5年間の全平均値は 56.02cmで ぁる (Table 21)。  この

5年間の本学平均値は 56.02cmであるのに、文部省が発表 している値は 61.13

Cmである。その差は -5.1lcmで、比率は -8.36%で ある。 この差は Fig.6

のとお りに図示した。 Fig.6の 右側の経 2と 法 2は測定年度の増加と共に相

互が交叉している。一方、この経 2と 法 2は全国のデータよりも小さいことが

認められる。

以上のことから、本学の 1年次と2年次生の平均垂直跳は、 それぞれ 55.08

cmと 56.02cmで ある。この両者から本学学生の総平均垂直跳は、55,51cmで

あることが分かった。

5,2 背筋力の平均値の検討

本学学生の背筋力は、 5段階評価に分類すれば、第 3段階 に属 してい る。

これは全国の平均値 と同じレベルで あ る。 この 5年間の平均背筋力は、経 1

(124.02Kg)・ 法 1(119・ 53Kg)o経 2(128,26Kg)ぉ ょび法 2(128.59Kg)で

ある。

文部省が調査 した全国平均値 との比較を行 うと、次のとお りである。

124.02

119.53

121,78

128.26

128.59

128.43

(経 1年 )

(法 1年)

(1年次)

(経 2年)

(法 2年)

(2年次)

-136.65

-13665

-生36.65

-138,94

-138,94

-138.94

(全国 1)

(全国 1)

(全国 1)

(全国 2)

(全国 2)

(全国 2)

-12.63Kg(- 9

-17.12Kg(-12

-14.87Kg(-lo

_10.68Kg(- 7

-10.35Kg(- 7

-10.51Kg(- 7

24%)・・・

53%)・ …

88%)…

69%)・・・

44%)・ …

56%)・・・

(5-ヽ 7)

(5-8)

(5-9)

(5-10)

(5-11)

(5-12)

経 1では (119・ 10～ 129.85)Kgの 範囲で、背筋力の平均値は 124,02Kgで ぁ

る。法 1では (112.44～ 125。 38)Kgの 範囲で、平均値は 119・53Kgでぁる。こ

の両学部の 1年次生の平均値は (115,97～ 126.96)Kgの 範囲で、この 5年間の

―- 79 -一



大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下 。大森)

Table 22  Relation between Back Strength in the ふ/1ean Value of Our

Studcnts and the Nation‐ 、vide Average

背筋力に関する本学学生と全国平均値との関係

全平均値は 121,78Kgで ある (Table 22)。 この 5年間の本学平均背筋力は

121.78Kgで ぁるのに、文部省が調査した値は 136.65Kgで ぁる。その差 は

_14.87Kgで ぁり、比率は -10,88%である。これらの関係を Fユビ.7の左に

表示した。その結果、全国平均値に近い値は、経 1であることが分かった。

同様な方法で 2年次生の平均背筋力の検討を行 った。経 2で は (123.96～

135.52)Kgの範囲で、平均背筋力は 128.26Kgで ぁる。法 2で は (124.42～

131.68)Kgの 範囲で、平均背筋力は 128.59Kgで ぁる。 この両学部の 2年次

生の平均背筋力は (126.28～ 133.60)Kgの 範囲で、この 5年間の金平均背筋力

は と28,43Kgで ぁる (Table 22)。  この 5年間の本学平均背筋力は 128.43Kg

であるのに、文部省が調査した値は 138,94Kgで ぁる。 その差は -10・ 51Kg

であり、比率は -7.56%で ある。 これらの関係を Fig.7の右に図示した。

測定年度が増加と共に全国の平均背筋力は、あまり変化がないのに、本学の

データは経 2において大きな変化が認められた。

一- 80 -
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大阪経済法科大学学生(1983～1987年)の垂直跳と背筋力の体力統計(沢・森下・大森)

以上のことから、本学の 1年と 2年次生の平均背筋力は、 それ ぞれ 121.78

Kgと 128.43Kgで ぁる。 したがって、この両者から本学学生の総平均背筋力

は 125。1lKgで ぁることが認められた。

5.3 回帰係数の検討

垂直跳の回帰係数 :こ の 5年にわたって行った各項目間の垂直跳に対する平

均回帰係数は、次のとおりである。すなわち、大きい順に並べると、①反復横

跳 (0656)、 ②握力 (0453)、 ③身長 (0286)、 ④立位体前屈 (0282)、 ⑤伏

臥上体そらし (0203)、 ⑥背筋力 (0.126)、 ⑦踏台昇降運動 (0.108)、 ③胸囲

(-0.035)お よび③体重 (-0.054)で ある。垂直跳には、体格テス トの重要

な項目である。胸囲・体重には負の回帰係数になっている。

背筋力の回帰係数 :1983～ 1987年 の 5年間にわたって測定を行った各項目間

の背筋力に対する平均回帰係数は、次のとおりである。すなわち、大きい順に

並べると、①握力 (2.022)、 ②反復横跳 (1.215)、 ③胸囲 (1.172)、 ④身長

(0996)、 ⑤垂直跳 (0:939)、 ⑥体重 (0,756)、 ⑦立位体前屈 (0551)、 ③伏

臥上体そらし (0473)お よび③踏台昇降運動 (0094)で ある。背筋力には握

力・反復横跳および胸囲との関係が深いことが分かった。

54 重相関係数の検討

垂直跳の重相関係数 :垂直跳 に対する各項目間の重相関係数は、次の とお

りである。 すなわち、 大きい順に並べ ると、①反復横跳 (04221)、 ②握力

(0.3769)、 ③背筋力 (0.3402)、 ④立位体前屈 (0.2403)、 ⑤身長 (0.2098)、

⑥伏臥上体そらし (01985)、 ⑦踏台昇降運動 (0,1354)、 ③体重 (00926)お

よび③胸囲 (0.0839)である。垂直跳では、体格テス トの体重と胸囲には依存

性が小さいことが分かった。

背筋力の重相関係数 :背筋力に対する各r只
‐
日間の重相関係数は、次のとおり

である。すなわち、大きい順に並べると、①握力(0.6388)、 ②胸囲 (0,3605)、

③体重(0.3514)、 ④垂直跳(0.3402)、 ⑤身長(0.2858)、 ⑥反復横跳 (0.2841)、

⑦立位体前屈 (01736)、 ③伏臥上体そらし (01543)お よび③踏台昇降運動
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大阪経済法科大半学生(1983～ 1987年 )の垂直跳と背筋力の体力統計(沢 。森下 。大森)
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(00702)である。 背筋力には、 握力・胸囲および体重には依存性が大である

ことが分かった。一方、背筋力は体格テス トにも相関性が大 きくなっている。

5.5 分散分析の F値の検討

垂直跳の分散分析の F値 :垂直υ【に対する各項目間のF値は、次のと為 りで

ある。すなわち、大きい順に並べると、①反復横跳 (4742)、 ②握力 (36.65)、

③背筋力 (32.10)、 ④立位体前屈 (16.56)、 ⑤身長 (12.07)、 ⑥伏臥上体そら

し (9.34)、 ⑦踏台昇降運動 (4.99)、 ③体重 (2.83)お よび⑨胸囲 (1.67)で

ある。この順位は重相関係数と同じである。この回帰係数と重相関係数との関

係を図示したのが、Fig.8である。Fig.8では、経 1(X)、 経 2(△ )、 法 1

(□)お よび法 2(O)で表示した。 Fig.8の右側の一部を除 くと、一次元的

に増大している。このことによって相互間のデータを推定することが可能にな

っ大ュ。

背筋力の分散分析のF値 :背筋力に対する各項目間のF値は、次のとおりで

ある。 すなわち、大きい順に並べると、①握力 (174.44)、 ②胸囲 (40,46)、

③休重 (37.98)、 ④垂直跳 (32.10)、 ⑤身長 (2145)、 ⑥反復横跳 (20.20)、

⑦立位体前屈 (7,96)、 ③伏臥上体そらし(5,54)お よび③踏台昇降運動 (1.24)

である。この中で体格テス トの項目は、背筋力と深い相関性が重相関係数と共

に認められた。 そのため Fig,9の ように図示した。 Fig。 9において、 F値

が (0.6～ 1.2)の 範囲と重相関係数が (1.8～ 4,0)の範囲で集中分布 してい

る。けれども、全体的に見れば一次的に増大している傾向が認められた。 した

がって、重相関係数と分散分析のF値を知る上において、大きな相関が得られ

るだろう。

6 お わ り に

本学学生8,595名 を対象として、1983～1987年の 5年間のデータをコンピ
“

―夕によって処理した。その結果を毎年文部省が調査して発表しているデータ

との比較を行 うことができた。
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6.1 垂直『

'と

の平均値

1年次生のデータ :経 1と 法 1の平均値は、それぞれ 55。1lcmと 55.06cm

である。その結果、 1年次生の平均は 55,08cmで ある。 この値 と全国平均数

値 (61。 66cm)と の差は -6.58cmであ り、その比率は -10,66%である。 し

たがって、本学学生の垂直跳は、全国よりも 1066%も小さくなっている。

2年次生のデ…夕 :経 2と 法 2の 平均値は、 それぞれ 55,66cmと 56.38cm

である。 その結果、 2年次生の平均は 56.02cmで ある。 この値 と全国平均値

(61。 13cm)と の差は -5.1lcmであ り、その比率は -8.36%で ある。 したが

って、本学学生の垂直拶[は、全国よりも8,36%も 小さい値である。

以上のことから本学学生と全国学生の平均値は、それぞれ 55,55cmと 61.40

Cmである。 この両者の差は -5.85cmで あ り、その比率は -10.53%である。

したがって、本学の学生は、全国よりも約 10%も 小さい値である。

6.2 背筋力の平均値

二年次生のデータ :経 1と 法 1の 平均値 は、 それぞれ 124,02Kgと 119・ 53

Kgでぁる。その結果、 1年次生の平均は 121.78Kgで ある。 この値 と全国平

均値 (186.65Kg)と の差は -14.87Kgで あ り、 その比率は -10.88%であ

る。 したがって、本学のデータは、全国よりも 10.88%も 小さくなっている。

2年次生のデータ :経 2と 法 2の 平均値は、それぞれ 128.26Kgと 128.59

Kgでぁる。その結果、 2年次生の平均は 128,43Kgで ぁる。 この値 と全国平

均値 (138,94Kg)と の差は -10,51Kgでぁり、その比率は -7.56%で ある。

したがって、本学のデータは、全国よりも 7.56%も 小さい値である。

以上のことから本学学生と全国学生の平均値 は、 それぞれ 125,1lKgと

137.80Kgで ぁる。 その差は -12.69Kgで ぁり、比率は 10.14%である。 し

たがって、本学学生の平均背筋力は、全国よりも10.14%も 小さい値である。

6.3 垂直眺の 5段階評価

本学学生の垂直跳の平均値は、 5段階評価にすれば、 55。 51cmで第 4段階
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である。学部・学年別に百分率老説明すれば、経 1では 470%、 経 2では 43.3

%、 法 1では44.6%お よび法 2では45.0%で ある。この第 4段階に所属して

いる百分率は、それぞれ 43～47%の高い占有率になっている。第 4段階では、

測定年度が大きくなるにつれ、経 1は占有率が小さい。経 2では、1986年を除

くと占有率が小さい値である。したがって、経では、測定年度と占有率の相関

性が見られた。

本学学生と全国の平均垂直跳は、共に第 4段階に属している。 Fig。 2に図

示する女口く、垂直跳は 1か ら4段階まで浙次に増大し、 5段階で減少 してい

る。垂直跳の 5段階評価において、経 1と 経 2が、法 1と 法 2がそれぞれよく

似ている。全体の平均としては、経 とと法 2が、経 2と 法 1が よく似ている。

6.4 背筋力の 5段階評価

本学学生の背筋力に関する平均値は、 5段階評価にすれば 125,1lKgで第 3

段階に属 している。 学部 。学年別に百分率で説明すれば、 経 1(63.6%)、 経

2(55,5%)、 法 1(59.7%)お よび法 2(56.1%)である。 これらの範囲は

(55～ 64)%で ある。 したがって、全体の 5割以上が占められている。 この第

3段階において、測定年度が大きくなるにつれ、背筋力の百分率が小さくなっ

ている学部・学年は、次のとお りである。経 2・ 法 1お よび法 2である。すな

わち、経 2では1986年除 く、法 とでは1985年除 く、および法 2では1986年が除

かれる。 このように、測定年度 と百分率との関係を知ることが可能になった。

本学学生と全区1学生との背筋力の平均は、それぞれ 125.1lKgと 137.80Kg

である。 いずれも第 3段階に属 している。 Fig.3に 図示している左側による

と、第 3段階には最高値であるが、その傾向は異なってい る。 1～ 3段 階 で

は、経 1と 法 2が似ている。右側によると、経 1と 法 1が、経 2と 法 2がそれ

ぞれよく似ている。 したがって、学年の共通性が見られた。

65 回帰係数

各項 目に対する垂直跳の回帰係数は (-0.054～ 0.656)と い う広範 囲 にあ

る。垂直跳の回帰係数において大きい項 目は、反復横跳・握力および身長に大
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きく依存することが理解できた。この全体の総平均回帰係数は 0.225である。

一方、各項目に対する背筋力の回帰係数は(0.094～2.022)と いう広範囲であ

る。背筋力の回帰係数において大きい項目は、握力 。反復横跳および胸囲に大

きく依存している。 したがって、この全体の総平均回帰係数は0.913である。

垂直跳と背筋力の総平均回帰係数を比較すれば、背筋力の方が大きい値である。

6.6 重相関係数

各項目に対する垂直跳の重相関係数は (0.0839～ 0.4221)の 範囲である。重

相関係数の大きい項目は、反復横跳・握力および背筋力である。この中で反復

横跳と握力は、回帰係数においても最大値になっている。一方、体格診断テス

トの体重や胸囲には相関性が小さい。この全体の総平均重相関係数は2.333で

ある。

一方、各項目に対する背筋力の重相関係数は (0.0702～ 0.6388)の 範囲であ

る。重相関係数の大きい項目は、握力 。胸囲および体重である。この中で、握

力と胸囲は、 回帰係数においても最高値になっている。一方、伏臥上体そら

し。立位体前屈および踏台昇降運動とは、相関性が小さい。この全体の総平均

重相関係数は 0.2954である。

重相関係数と回帰係数との関係において、一定な法則性が見られた。すなわ

ち、重相関係数が大きくなるにつれ、回帰係数も一次元的に増大している。

6.7 分散分析の F値

各項目に対する垂直跳の分散分析のF値は (1.67～ 47.42)の 範囲である。

F値の大きい項目は、反復横跳・握力および背筋力である。この3項目は、

重相関係数においても最高値になっている。一方、回帰係数では反復横跳と握

力である。F値の各項目に対する順位は、重相関係数の順位と同様である。こ

の全体の総平均 F値は、18.18で ある。

一方、各項目に対する背筋力の分散分析のF値は (1.24～ 174.44)と いう広

範囲である。F値の大きい項目は、握力・胸囲および体重である。この 3項 目

は重相関係数に消いても最高値である。けれども、回帰係数では握力と胸囲の
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2項 目が最大値に含まれている。したがって、この背筋力では、体格診断テス

トの胸囲と体重に大なる相関性が認められた。 この全体の総平均 F値は 37.93

である。分散分析のF値は、重相関係数と回帰係数との間において、それぞれ

一次元の法則性が見られた。
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